
地域と連携した職場体験学習の取り組み19

地
域
と
連
携
し
た
職
場
体
験
学
習
の
取
り
組
み
松
原
市
立
松
原
第
三
中
学
枚

要
　
　
約

二
〇
〇
四
年
度
、
一
〇
回
目
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
職
場
体
験
学
習
（
三
中
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
。
松
原
三
中
校
区
一
一
年
間
の
学
び
と
育
ち
の
協
働
研
究
の
中

心
的
な
課
題
で
あ
り
、
市
教
委
や
関
係
諸
機
関
等
の
全
市
的
な
支
援
を
受
け
て
、
同
和
教
育
実
践
を
継
承
・
発
展
さ
せ
進
路
学
習
の
重
要
な
学
習
と
し
て
取
り
組

£
れ
て
き
た
。
学
習
の
概
要
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
、
中
学
生
が
「
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
き
、
自
己
実
現
を
は
た
す
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
中
学
生

活
を
と
お
し
て
考
え
、
自
己
決
定
し
て
い
く
過
程
を
支
援
す
る
捻
合
的
な
教
育
活
動
と
し
て
の
　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
　
へ
の
発
展
の
方
向
性
を
探
る
。

一
は
じ
め
に
一
三
中
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
特
色

1
　
校
区
協
働
の
取
り
組
み

中
学
校
校
区
に
は
、
義
務
教
育
を
九
年
間
の
ス
パ
ン
で
捉
え
、

生
徒
指
導
と
学
習
指
導
に
お
け
る
双
方
向
の
連
携
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
指
導
の
二
頁
性
や
継
続
性
お
よ
び
接
続
の
円
滑
化
を

図
り
、
系
統
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
や
効
果
的
指
導
方
法
の

改
善
に
努
め
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

非
行
と
低
学
力
の
克
服
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
課
題
の
解
決
を

め
ざ
す
二
貫
し
た
教
育
を
、
教
育
課
題
と
し
て
掲
げ
て
き
た
松
原

三
中
枚
区
　
（
布
忍
幼
稚
園
・
中
央
幼
稚
園
、
布
忍
小
学
校
・
中
央
小

学
校
と
第
三
中
学
校
）
　
で
は
、
地
域
連
携
を
基
本
に
、
こ
れ
ま
で

の
実
践
の
歩
み
と
情
報
教
育
等
の
新
し
い
教
育
課
題
に
果
敢
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。
今
日
的
な
特
色
を
理
解
し
あ
い
、
次
の
よ

う
な
協
働
の
子
ど
も
像
を
め
ざ
し
て
、
校
区
あ
げ
て
教
育
実
践
を

展
開
し
て
き
た
。
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協
働
の
子
ど
も
像

①
学
ぶ
力
を
自
ら
育
み
、
自
分
と
仲
間
の
大
切
さ
を
感
じ
る
子
ど

も
た
ち
　
（
学
び
と
人
権
）

②
他
者
と
つ
な
が
り
、
地
域
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
（
地
域
）

③
夢
を
育
み
、
未
来
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
子
ど
も
た
ち
（
夢
・

未
来
）

実
践
の
主
題
は
、
「
基
本
教
科
・
人
権
・
情
報
『
学
び
の
総
合
化
』

と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
で
あ
り
、
研
究
実
践
の
柱

の
一
つ
が
、
人
権
学
習
の
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
創
造
で
あ
る
。

共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
土
台
と
し
て
、

①
「
い
の
ち
、
福
祉
、
多
文
化
共
生
、
部
落
問
題
か
ら
自
分
の
生

き
方
づ
く
り
へ
」

②
「
く
ら
し
、
労
働
、
職
業
、
進
路
か
ら
自
分
の
夢
づ
く
り
へ
」

に
類
型
化
し
、
こ
れ
ら
二
つ
を
つ
な
ぐ
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
、

③
「
人
間
関
係
ス
キ
ル
の
向
上
か
ら
自
他
を
尊
重
す
る
豊
か
な
人

間
関
係
づ
く
り
へ
」

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

幼
稚
園
か
ら
始
ま
る
「
学
び
の
一
歩
」
か
ち
、
中
学
卒
業
ま
で

の
　
「
夢
・
未
来
と
自
己
実
現
」
を
目
標
と
す
る
校
区
の
共
通
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
系
統
化
を
、
「
生
活
・
総
合
的
な
学
習
・
特
別
活
動

の
時
間
と
結
ん
だ
豊
か
な
人
権
感
覚
を
育
む
一
一
年
間
の
デ
ザ
イ

ン
」
と
名
、
づ
け
て
い
る
　
（
資
料
1
参
照
）
。

三
中
の
職
場
体
験
学
習
（
以
下
、
三
中
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
記
述
）

は
デ
ザ
イ
ン
の
②
の
類
型
の
中
核
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
子
ど

も
に
と
っ
て
は
、
幼
稚
園
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
夢
づ
く
り
の
生
活

の
中
間
給
括
で
あ
り
、
自
分
の
夢
と
未
来
の
た
め
の
進
路
決
定
へ

の
第
一
歩
と
し
て
位
置
づ
い
て
い
る
。

2
　
全
市
的
な
支
え
の
あ
る
取
り
組
み

本
校
で
は
、
一
〇
年
前
か
ら
校
区
の
事
業
所
と
三
中
校
区
地
域

教
育
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
各
団
体
の
協
力
を
得
て

「
三
中
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
を
実
施
し
、
地
域
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
向
け
て
の
重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
き
た
。

二
〇
〇
〇
年
か
ら
は
、
松
原
市
内
の
七
中
学
校
に
取
り
組
み
が

広
が
り
、
全
市
的
な
支
援
を
受
け
た
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
る
。

松
原
市
教
育
委
員
会
が
、
職
場
体
験
学
習
中
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
確
保
の
た
め
の
保
険
等
を
予
算
化
し
、
体
験
学
習
を
支
援
す

る
た
め
の
「
職
場
体
験
学
習
懇
談
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

職
場
体
験
学
習
懇
談
会
は
、
松
原
市
教
委
、
松
原
市
商
工
会
議

所
、
松
原
市
商
店
会
連
合
会
、
松
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
松
原

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
松
原
中
ロ
一
夕
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
松
原
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
松
原
青
年
会
議
所
、
各
中
学
校
区
地
域
教
育
協

議
会
か
ら
な
り
、
年
数
回
の
会
合
を
持
ち
、
職
場
の
確
保
や
取
り



資
料
1生
活
・
総
合
的
な
学
習
時
間
・
特
別
活
動
な
ど
と
結
ん
だ
豊
か
な
人
権
感
覚
を
育
む
11年
間
の
デ
ザ
イ
ン
（
案
）
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組
み
の
総
括
や
課
題
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
懇
談
会
で
は
、
市

内
七
中
学
の
職
場
体
験
で
の
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
様

子
が
報
告
さ
れ
、
学
校
と
地
域
の
諸
団
体
の
間
で
、
次
年
度
の
課

題
を
確
認
す
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

3
　
同
和
教
育
実
践
を
継
承
・
発
展
し
た
取
り
組
み

三
中
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
二
年
生
前
期
の
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
を
清
風
し
た
の
べ
約
三
五
時
聞
か
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
一
年
三
学
期
の
事
前
学
習
を
経
て
、
二
年
の
一
学

期
七
月
上
旬
の
二
日
間
の
職
場
体
験
を
柱
に
、
一
〇
月
の
事
後
学

習
を
終
え
る
。
本
校
の
同
和
教
育
の
実
践
で
あ
る
地
域
学
習
・
地

域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
自
分
史
学
習
を
関
連
づ
け
た
「
親
の

労
働
に
学
ぶ
」
　
の
実
践
を
継
承
・
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
手
探
り
で

毎
年
充
実
さ
せ
て
き
た
。

か
つ
て
の
松
原
市
は
、
食
肉
・
印
材
・
金
網
・
真
珠
核
等
の
地

場
産
業
が
隆
盛
で
あ
り
、
近
郊
農
業
も
健
在
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
「
労
働
や
仕
事
」
は
自
分
の
身
近
に
存
在
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
自
分
や
仲
間
の
生
活
を
丁
寧
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、
働

く
こ
と
の
尊
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
、
労
働
を
支
え
る
家
族
の

存
在
に
誇
り
を
持
ち
、
自
ら
の
将
来
や
生
き
方
を
探
求
で
き
た
。

し
か
し
、
産
業
・
経
済
の
構
造
的
な
変
化
に
よ
る
地
場
産
業
の

崩
壊
や
家
族
労
働
の
崩
壊
、
雇
用
の
流
動
化
等
の
背
景
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
へ
の
不
安
や
不
透
明
さ
を
増
幅
し
、
「
生
き

る
こ
と
」
「
働
く
こ
と
」
と
疎
遠
に
な
り
、
「
親
の
労
働
に
学
ぶ
」

学
習
が
充
分
に
展
開
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
の
と
き
、
兵
庫
県
で
は
じ
め
ら
れ
た
「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー

ク
」
に
出
会
い
、
そ
の
方
法
論
の
一
つ
で
あ
る
職
場
体
験
を
取
り

入
れ
、
「
親
の
労
働
に
学
ぶ
」
　
の
取
り
組
み
の
継
承
と
し
て
始
め

た
の
が
、
道
徳
・
特
別
活
動
の
時
間
を
活
用
し
た
初
期
の
「
三
中

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
　
で
あ
っ
た
　
（
今
の
よ
う
に
一
〇
〇
カ
所
の
職
場
が

用
意
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
）
。
五
年
間
の
手
探
り
の
状
況
を
経

て
、
現
在
の
よ
う
な
地
域
あ
げ
て
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
き
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
働
く
こ
と
の
尊
さ
や
素
晴
ら
し
さ
、

支
え
て
く
れ
る
家
族
や
地
域
の
人
の
思
い
な
ど
を
感
じ
取
ら
せ
、

望
ま
し
い
労
働
観
の
育
成
と
将
来
へ
の
展
望
（
夢
・
生
き
方
）
を
持

た
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

二
　
三
中
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み

1
　
職
場
体
験
学
習
に
向
け
て
1
事
前
学
習

（
1
）
　
「
自
分
が
興
味
の
あ
る
職
業
調
べ
」
（
発
表
含
め
七
時
間
程
度
）

「
三
中
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
　
の
取
り
組
み
は
、
一
年
の
三
学
期
に

行
う
「
自
分
が
興
味
の
あ
る
職
業
調
べ
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
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・
布
忍
・
中
央
両
小
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一
環
で

「
職
業
体
験
」
「
地
域
の
職
業
調
べ
」
と
い
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
、

地
域
で
働
く
人
た
ち
の
願
い
や
思
い
を
聞
き
取
り
や
見
学
を
通
し

て
学
ぶ
時
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

本
枚
で
は
職
場
体
験
学
習
の
導
入
と
し
て
、
自
分
の
興
味
の
あ

る
職
業
に
つ
い
て
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
調

べ
学
習
を
行
い
、
職
場
体
験
学
習
を
は
じ
め
と
す
る
「
進
路
学
習
・

生
き
方
学
習
」
を
こ
れ
か
ら
始
め
る
動
機
づ
け
と
し
て
い
る
。

（
2
）
　
「
身
近
な
人
の
願
い
を
知
る
」
・
「
働
く
と
い
う
こ
と
」
　
（
五

時
間
程
度
）

そ
の
後
春
休
み
の
宿
題
と
し
て
、
自
分
の
身
近
な
人
　
（
親
、
き

ょ
う
だ
い
、
知
り
合
い
な
ど
）
か
ら
聞
き
取
り
を
実
施
し
て
い
る
（
①

仕
事
の
内
容
（
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
）
、
②
そ
の
仕
事
に
就
い
た
理
由
、

③
仕
事
で
の
喜
び
・
苦
労
、
④
中
学
生
に
期
待
す
る
こ
と
（
そ
の
仕
事

を
し
て
い
て
大
切
だ
と
思
う
こ
と
、
中
学
生
へ
望
む
こ
と
、
願
い
な
ど
）
、

⑤
聞
き
取
り
を
し
て
の
感
想
、
の
五
項
目
か
ら
な
る
「
身
近
な
人
へ
の

仕
事
調
べ
」
の
聞
き
取
り
用
紙
に
記
入
さ
せ
る
）
。

聞
き
取
り
で
は
、
身
近
な
人
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
働
い
て
い

る
の
か
、
働
く
こ
と
に
は
辛
い
こ
と
だ
け
で
な
く
喜
び
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
今
の
自
分
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る

の
か
を
知
り
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
あ
れ
誇
り
を
持
っ
て
働
く
大

人
の
意
識
を
認
識
さ
せ
、
そ
の
労
働
に
よ
っ
て
自
分
の
生
活
が
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
家
族
を
支
え
る
た
め
に
自
分
た
ち
も
将
来

働
く
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。

こ
の
間
き
取
り
の
期
間
に
家
庭
訪
問
な
ど
を
行
い
、
聞
き
取
り

の
し
に
く
い
子
ど
も
、
親
の
実
態
を
特
に
学
ば
せ
て
お
き
た
い
子

ど
も
に
つ
い
て
、
し
つ
か
り
と
対
応
し
て
い
る
。

聞
き
取
り
の
結
果
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
新
聞
に
ま
と
め
て
意
識

の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
　
（
資
料
2
）
、
こ
れ
は
と
い
う
保
護

者
を
学
校
に
招
き
、
子
ど
も
の
前
で
、
直
接
職
業
選
択
の
大
切
さ

や
そ
の
仕
事
に
対
す
る
誇
り
を
話
し
て
も
ら
っ
て
聞
き
と
り
を
す

る
機
会
を
持
っ
て
い
る
。

2
　
職
場
体
験
学
習
－
コ
ー
ス
別
学
習
・
職
場
体
験
本
番

（
1
）
　
「
プ
ロ
の
技
に
学
ぶ
」
　
（
四
時
間
程
度
）

事
前
学
習
終
了
後
、
子
ど
も
が
体
験
し
た
い
職
種
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
受
け
入
れ
可
能
な
職
場
に
振
り
分
け
た
あ
と
、
八

～
一
〇
の
職
種
で
働
く
人
た
ち
の
「
プ
ロ
の
技
」
　
の
素
晴
ら
し
さ

と
そ
の
仕
事
に
か
け
る
意
気
込
み
を
体
験
す
る
「
プ
ロ
の
技
に
学

ぶ
」
と
い
う
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
職
場
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
事
業
所
の
人
や
地
域
で
専

門
的
な
技
術
を
持
つ
人
を
学
校
に
招
き
、
働
く
人
の
持
つ
技
術
の

す
ば
ら
し
さ
や
仕
事
に
対
す
る
厳
し
い
姿
勢
を
実
際
に
目
に
す
る

機
会
を
も
ち
、
働
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
深
め
職
場
体
験
学
習
に
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資料2　クラス新聞
身近な人への仕事調べから

君たちは、1年生の総合「仕事調べ」を通して、たくさんの仕事があることを知りました。そして今回は、

君たちの周りの人たちはどんな仕事に就き、どんな思いで仕事をしているのかをアンケートで調べました。

それを新開にまとめてみました。

「仕事についた理由」「仕事の喜び」「仕事をする上でのつらさ」を新聞で読んで、仕事上の喜び・つらさを

知っていきましょう。

その仕事に就いた理由

・小さい頃かに幼稚園の先生にあこがれていた。高校で進路を考える時に幼稚園の先生になる学校を調べ

たら、内容が自分の興味のあるものだったので志望し短大に進学した。

実習に行って、とても大変だけどやりがいのある仕事だと思った。

・商売が好きで、代々競いた家業を継いだ。頑張れば頑張るほど結果がでるから。

・今の会社の説明会に行って、創業者の話に感動しました。人と人との気持ちをつなぐ贈り物やお返し物

を旗う仕事に興味を持ちました。会社も若く活気がありました。

・少子高齢化が進み、老人介護はこれから益々必要とされる仕事だから。

・学校卒業時に先生と相談して決めました。今までその会社に就職した先輩がほとんど辞めずに続いてい

ることや、会社が近い等で決めました。

・手に職をつけたかったのと、接客の仕事がしたかった。

仕事での喜び

・お客さんが喜んで帰って、また来てくれること。

・冬は寒く、夏は非常に暑いし現場の仕事は危険ですが、一つの物が完成した時が一番の喜びです。

・苦労した契約手続きが上手くいった時。お客様に商品をお届けできたとき。

・食事にも流行があり、それをキャッチし商品がメニューに入ったとき。

・ゴミの収集をしていて、市民の人に「ありがとう」「ご苦労様」と言われたり、小さな子どもが手を振

って「頑張って」と言ってくれたとき。

・夜中にトラックを運転するので、事故もなく目的地に着いたとき。

・喜びはたくさんの人と会うこと。患者さんの病気が治ったり、退院していくときに「いつもありがとう」

と言ってくれたときはとてもうれしい。

・仕事が上手くいったときの達成感を味わう事が一番の喜び。また、自分の仕事の結果をお客様が喜んで

くれた時もこの仕事について良かったと思える瞬間です。

人との関わりの中で、それを評価されたり、感謝されたりしたときであり、自分自身に納得のいく仕事が

できたときですね。

仕事での苦労

・仕事をもらうために他の会社と競争になる。

・仕入れた商品が売れ残らないように努力しなければならない。

・多々あるライバル店があるので業績が落ちないように頑張らなければならない。

・お客様からのクレーム。

・いやなことがあっても笑顔。

・けがをしても休めない。

・日々状況が変わるのでそれに対応していくのが大変。

・何百、何千という種類のラベルの印刷の中で、一つでも不都合があると、全ての印刷をやり直さなけれ

ばならない。それには余計なお金や時間がかかり、何よりもお客に迷惑をかけることになり、謝りの電

話を何度も入れなければならない。次の注文を受けるときに響くので神経を使う。

・電話での仕事なので、風邪をひいたり体調を崩すと声に出てしまうので自分の健康管理が必要。お仕事

をされている方をお客様に持っているので、夜遅くまでかかる。

・することがたくさんあって、走り回らなければならない。

・利用する人ば’死’’というものを間近に感じながら生きておられます。昨日歩けたのに突然歩けなくな

るというような、課題を毎日考え、仕事をしなければなりません。

・接客マナーの大切さ、物を販売することの難しさ、困難な修理、クレームの対応。

・事故がないように気をつける。

・衛生面での決めごとがとても厳しく、手洗い、アルコール消毒、調理、食器の洗いなどとても気をつかう。
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・自分の子どもたちと一緒に過ごす時間が少なく、寂しい思いをさせる。

仕事がうまくいけばいいけど、毎日そんなことばかりではないですよね。だから、残業・徹夜など無理を

しなければならなくなり、体がしんどいときも出てきます。ここでも人間関係がうまくいっているときはい

いのですが、それがずれるときがつらいようですね。

O「仕事上での喜び・つらさ」のどちらも、人との関わりの中で生まれてくるということがわかりました。

人とのつながりの大切さが伝わってくる意見でした。

中学生に期待すること

一つの物をつくるのにたくさんのお金とたくさんの人の努力などが関わっているからどんな物も粗末に

したらだめ。物を大事にする心をもってください。

家族のため、子どもを大きくしていくために一生懸命仕事をしています。しんどい時や辛い時もあるけ

ど、頑張っているということをわかってほしいです。途中で投げ出すのではなく、最後までやり通すこ

と。家族、仲間を大切にして誰に対しても優しい気持ちを忘れ　ずにがんばってほしいです。

自分と他の人の役に立つことをしているという意識を持って何事にも取り組んでほしい。

私は、仕事上、言葉でいろいろな事を伝えなくてはだめなので、言葉というものにすごく気を使います。

人の気持ちを考え、自分の意見もはっきり伝えられる人になってほしい。

私は、夢は結局かなわなかったのですが、全力でその夢に向かって努力をしたという自信が持てず、「あ

の時、もっと頑張っていれば」と悔いが残っています。「仕事なんて何年も先のこと」と思わずに、自

分の好きなこと、得意なことを早く見つけて夢に向かう意識というものを少しずつ持ってくれればと思

います。

大人になって仕事をするようになっても、毎日が勉強の連続です。そして、何度も壁に当たってしまい

ます。しかし、頑張ってその壁を乗り越えれば大きな喜びとなり、気がつけ　ば大きな力がついている

のです。中学生の皆さんにも、たくさん乗り越えなければならない壁が出てきますが、がんばって乗り

越えてください。きっと自分の力となり、強くなり、社会に出たときに役立つと思います。

納得のいくまでがんばること。だめならやり直したらいい。人生も仕事もー生涯続くのだから、色々な

事にチャレンジすることだと思います。

自分を知るために、勉強や色々なことを思いっきりやったり、本を読んだりと、たくさんのことを桂験

してほしい。

色々な情報や誘惑があふれていますが、本当に大切なことを見極めてほしい。

仕事は、一人ではできません。取引先の人や会社で一緒に働く人のことをいつも考えておく必要があり

ます。職場でも学校でも相手の立場に立って考えたり、行動するようにしてください。

あいさつと思いやりと常識を持って行動してください。

ハローワークでどんな仕事でも一生懸命してきてほしい。仕事を教えてもらうときに素直にきいてほし

い。

対
す
る
関
心
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

本
校
の
卒
業
生
や
地
域
の
人
を
は
じ
め
、
保

護
者
に
も
積
極
的
に
は
た
ら
き
か
け
、
講
師
と

し
て
登
場
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

（
2
）
　
「
ス
キ
ル
学
習
」
　
（
三
時
間
程
度
）

従
来
は
、
子
ど
も
受
け
入
れ
先
の
事
業
所
紹

介
や
講
師
紹
介
な
ど
職
場
体
験
学
習
の
実
施
に

向
け
て
の
準
備
段
階
で
、
地
域
教
育
協
議
会
等
、

地
域
の
各
団
体
に
協
力
を
得
る
形
で
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
度
は
さ
ら
に
一

歩
踏
み
込
ん
だ
協
力
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を
意

識
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

職
場
事
前
訪
問
や
職
場
体
験
学
習
本
番
の
前

に
、
職
種
ご
と
に
分
か
れ
て
事
前
学
習
を
行
う

「
コ
ー
ス
別
学
習
」
を
実
施
し
て
い
る
。
二
〇

〇
二
年
度
か
ら
こ
の
取
り
組
み
の
な
か
に
、
職

場
で
の
話
し
方
や
電
話
の
応
対
、
身
だ
し
な
み

な
ど
を
身
に
つ
け
る
「
ス
キ
ル
学
習
」
を
取
り

入
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
は
「
ス
キ
ル
学

習
」
　
の
内
容
を
よ
り
効
果
の
あ
る
も
の
と
し
、

ま
た
地
域
の
人
と
と
も
に
職
場
体
験
学
習
を
つ

く
り
上
げ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
三
中
校
区
地
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域
教
育
協
議
会
の
役
員
の
人
々
を
講
師
に
招
き
、
子
ど
も
が
事
前

学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に
人
前
で
行
う
「
演
習
」
　
の
時
間
の

指
導
を
し
て
も
ら
っ
た
。

当
日
は
各
コ
ー
ス
に
一
人
ず
つ
人
名
が
、
職
場
事
前
訪
問
の
場

面
設
定
で
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
言
葉
遣
い
、
姿
勢
、
態
度
、

身
だ
し
な
み
な
ど
、
様
々
な
部
分
で
コ
ー
ス
担
当
教
師
と
連
携
し

て
助
言
・
指
導
を
行
っ
た
。
講
師
か
ら
は
単
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
指
導

し
て
も
う
ぅ
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
の
先
輩
か
ら
子
ど
も
に
大
切

に
し
て
ほ
し
い
こ
と
や
職
場
体
験
学
習
に
の
ぞ
む
に
あ
た
っ
て
の

心
構
え
な
ど
、
多
く
の
貴
重
な
話
を
し
て
も
ら
っ
た
。

多
く
の
子
ど
も
が
心
も
ち
緊
張
し
た
顔
つ
き
で
、
事
前
訪
問
の

時
に
ど
の
よ
う
に
話
を
進
め
れ
ば
よ
い
か
、
真
剣
に
取
り
組
む
姿

が
見
ら
れ
、
そ
の
後
の
事
前
訪
問
や
職
場
体
験
学
習
本
香
に
大
い

に
役
立
っ
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
単
に
外
部
か
ら
講
師
を
招
き
指
導
し
て
も
ら

う
だ
け
で
な
く
、
地
域
教
育
協
議
会
の
人
々
が
中
学
校
の
授
業
の

な
か
で
自
分
た
ち
の
経
験
や
考
え
を
伝
え
る
場
と
な
り
、
そ
れ
に

真
剣
に
応
え
よ
う
と
す
る
子
ど
も
の
姿
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
で

も
、
大
き
な
収
穫
の
あ
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

（
3
）
「
職
場
事
前
訪
問
」
・
「
事
業
所
の
人
か
ら
の
聞
き
取
り
」
（
六

時
間
程
度
）

地
域
教
育
協
議
会
の
人
か
ら
の
マ
ナ
ー
指
導
を
受
け
て
、
子
ど

も
は
職
場
体
験
を
前
に
、
当
日
体
験
す
る
内
容
や
心
構
え
を
事
業

所
の
人
か
ら
直
接
聞
き
取
り
、
体
験
学
習
の
お
願
い
に
行
く
職
場

事
前
訪
問
を
行
う
。
子
ど
も
、
は
当
日
の
出
勤
時
間
や
服
装
、
昼
食

の
有
無
、
体
験
す
る
作
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
、
体
験
学
習

に
向
け
て
の
意
気
込
み
を
決
意
文
に
ま
と
め
て
事
業
所
に
渡
し
て

く
る
。職
場
体
験
の
前
日
に
は
事
業
所
の
人
を
学
校
に
招
き
、
職
場
体

験
の
厳
し
さ
と
心
構
え
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

こ
う
し
て
職
場
体
験
の
本
番
前
に
ビ
リ
ッ
と
し
た
空
気
を
持
た

せ
、
当
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

（
4
）
　
「
職
場
体
験
学
習
当
日
」
　
（
二
日
間
実
施
）

本
校
で
は
松
原
市
内
一
〇
〇
カ
所
以
上
の
事
業
所
に
分
か
れ
、

二
日
間
の
職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。
一
学
年
の
生
徒
数

が
二
〇
〇
名
足
ら
ず
な
の
で
、
一
事
業
所
一
～
四
名
程
度
の
少
人

数
で
の
体
験
学
習
で
あ
る
。
各
事
業
所
の
前
に
は
「
桧
原
第
三
中

学
校
職
場
体
験
中
」
と
い
う
職
を
立
て
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
学

習
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

当
日
、
子
ど
も
は
事
業
所
の
人
々
と
同
じ
時
刻
に
「
出
勤
」
し
、

朝
礼
か
ら
退
勤
時
間
ま
で
一
緒
に
「
勤
務
」
す
る
。

体
験
中
は
、
本
校
の
教
職
員
だ
け
で
な
く
保
護
者
も
一
緒
に
各

事
業
所
を
ま
わ
り
、
体
験
の
様
子
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ

で
記
録
す
る
と
と
も
に
、
励
ま
し
の
声
を
か
け
て
く
る
。
そ
の
後
、



地域と連携した職場体験学習の取り組み27

学
年
P
T
A
新
聞
を
作
成
し
、
記
録
し
た
映
像
と
と
も
に
保
護
者

の
感
想
な
ど
も
掲
載
し
て
、
当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
保
護
者
と

も
体
験
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

子
ど
も
は
体
験
学
習
中
に
職
場
の
人
か
ら
仕
事
の
喜
び
や
辛

さ
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
こ
と
を
聞
き
取

っ
て
帰
宅
後
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に

事
後
の
発
表
会
の
原
稿
作
り
を
進
め
る
。

事
業
所
か
ら
も
当
日
の
子
ど
も
の
活
動
の
様
子
を
評
価
し
て
本

人
に
示
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
後
日
学
校
へ
提
出
し
て
も
ら
う
。

学
枚
・
事
業
所
・
保
護
者
　
（
地
域
）
相
互
で
子
ど
も
の
活
動
を
評

価
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

二
日
間
の
活
動
を
終
え
て
帰
っ
て
く
る
と
き
の
子
ど
も
の
表
情

は
、
疲
れ
た
な
か
に
も
大
き
な
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
充
実
感
を
顕

わ
に
し
て
い
て
、
こ
の
あ
と
の
進
路
決
定
に
向
け
て
も
貴
重
な
体

験
と
な
っ
て
い
る
。

3
　
職
場
体
験
を
終
え
て
1
取
り
組
み
の
情
報
化
、
発
信

（
1
）
　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
表
会
」
　
（
七
時
間
程
度
）

職
場
体
験
学
習
後
、
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
が
得
た
貴
重
な
体
験
を
共
有
す
る
た
め
に
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

発
表
会
」
を
実
施
し
、
そ
の
際
作
成
し
た
壁
新
聞
を
掲
示
し
た
り
、

本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
掲
載
す
る
な
ど
、
こ

の
取
り
組
み
を
、
お
世
話
に
な
っ
た
事
業
所
や
地
域
に
発
信
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
　
（
次
頁
に
生
徒
作
品
の
一
部
を
掲
載
）
。

本
校
で
も
昨
年
度
か
ら
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
さ
せ
た
。
見

栄
え
の
よ
い
ペ
ー
ジ
が
容
易
に
作
成
で
き
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や

背
景
、
吹
き
出
し
の
挿
入
な
ど
、
様
々
な
効
果
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
表
れ
、
子
ど
も
は
非

常
に
熱
心
に
べ
ー
ジ
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
で
は
国
語
科
の
授
業
と
し
て
文
章
の
推

敲
や
説
明
文
、
発
表
原
稿
の
作
成
の
指
導
を
行
い
、
技
術
科
の
授

業
の
な
か
で
事
前
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
操
作
の
指
導
を
行
う
な

ど
、
教
科
指
導
と
内
容
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
さ
ら
に
市
教
委
か
ら
I

T
技
術
指
導
員
に
来
て
も
ら
い
、
技
術
的
な
指
導
援
助
を
う
け
る

体
制
を
取
っ
た
こ
と
も
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
2
）
事
業
所
事
後
訪
問
（
一
時
間
程
度
）

職
場
体
験
の
翌
週
に
は
、
体
験
し
た
職
場
を
再
度
訪
問
し
、
体

験
の
お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
学
校
で
作
成
し
た
感
謝
状
を
持

っ
て
行
き
、
各
事
業
所
に
飾
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
感
謝
状

の
作
成
に
つ
い
て
も
、
）
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
写
真
を
銀
塩
写
真
か

ら
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
も
の
に
替
え
、
忙
し
い
学
期

末
に
作
業
を
早
く
終
え
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
生
徒

作
品
に
も
容
易
に
活
用
で
き
る
も
の
に
し
た
。
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29　地域と連携した職場体験学習の取り組み

タ
デ
ィ
）
」
と
「
保
育
実
習
」
に
引
き
継
が
れ
る
。
こ
の
二
つ
の

総
合
学
習
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ふ
れ
、
ま
と
め
に
し
た
い
。

二
年
間
、
ふ
く
ら
ま
せ
て
き
た
自
分
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
進

路
選
択
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
す
め
る
た
め
に
、
高
校
出
前
授
業
を
柱

に
し
て
、
地
元
の
公
立
高
校
や
私
立
高
校
の
協
力
を
得
て
実
施
し

て
い
る
の
が
「
高
校
授
業
体
験
」
　
で
あ
る
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
以
下
の
二
つ
の
ね
ら
い
を
持
っ
て
い
る
。

①
夏
期
休
業
中
、
各
高
校
が
主
催
す
る
体
験
授
業
に
全
三
年
生
が
参

加
で
き
る
よ
う
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
取
り
組
む
。

②
学
力
や
生
活
に
課
題
を
か
か
え
た
学
級
の
仲
間
と
と
も
に
、
全

員
が
高
枚
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
る
契
機
と
す
る
。

近
年
、
公
・
私
を
問
わ
ず
ほ
と
ん
ど
の
高
校
で
、
夏
期
休
業
中

や
九
月
上
旬
に
高
校
授
業
体
験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
単
に
授
業

内
容
を
紹
介
す
る
だ
け
で
は
、
体
験
す
る
子
ど
も
は
十
数
枚
も
体

験
し
、
し
な
い
子
ど
も
は
「
全
く
し
な
い
」
と
い
う
現
象
が
起
き

て
し
ま
う
。
特
に
、
学
力
や
生
活
に
課
題
を
か
か
え
た
生
徒
は
、

無
指
導
で
あ
れ
ば
　
「
全
く
」
　
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
状
況
を
乗
り
越
え
、
み
ん
な
で
夢
の
実
現
の
た
め
に
高
等
学

校
の
特
色
・
授
業
内
容
・
卒
業
生
の
進
路
状
況
を
調
べ
、
そ
の
後
、

授
業
を
全
員
に
体
験
さ
せ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

「
保
育
実
習
」
は
、
三
年
生
の
一
〇
～
一
一
月
の
総
合
学
習
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
分
た
ち
が
育
っ
て
き
た
保
育
所
・
幼
稚

園
に
帰
り
、
乳
幼
児
と
一
日
生
活
す
る
「
体
験
」
を
柱
に
し
て
い

る
。
本
校
の
生
徒
の
多
く
は
、
市
内
の
四
保
育
所
（
公
立
三
、
私

立
一
）
と
中
央
・
布
忍
幼
稚
園
で
「
学
び
と
育
ち
の
一
歩
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
六
つ
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
協
力
を
得
て
、

眉
分
史
の
振
り
返
り
と
保
育
内
容
の
「
事
前
学
習
」
、
遊
具
の
工

夫
・
作
成
等
の
「
準
備
」
、
乳
幼
児
と
の
遊
び
等
中
心
の
「
交
流
」
、

体
験
を
卒
業
文
集
に
ま
と
め
る
こ
と
が
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
内
容
で
あ
る
。

ベ
テ
ラ
ン
の
保
育
士
か
ら
「
0
0
さ
ん
、
大
き
く
な
っ
た
ネ
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
子
ど
も
の
表
情
は
、
穏
和
で
あ
り
、
乳
幼
児

と
遊
ぶ
や
ん
ち
ゃ
な
子
ど
も
の
表
情
も
優
し
い
。
そ
ん
な
場
面
が

多
く
見
ら
れ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

三
年
生
の
一
一
月
と
い
う
、
進
路
選
択
を
巡
り
子
ど
も
が
最
も

揺
れ
る
時
期
に
、
乳
幼
児
と
交
流
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
進
路
選
択
は
高
校
選
び
で
は
な
く
、
夢
や
生

き
方
の
選
択
で
あ
り
、
一
五
年
間
生
き
て
き
た
人
生
の
中
間
総
括

で
も
あ
る
。
「
保
育
実
習
」
　
で
の
自
分
史
の
振
り
返
り
と
乳
幼
児

と
の
自
然
な
交
流
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
生
命
が
誕
生

し
、
保
護
者
や
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
大
人
に
育
ま
れ
て
き
た
か
を

再
確
認
し
、
夢
や
生
き
方
の
選
択
と
し
て
の
高
校
選
択
に
つ
な
げ

よ
う
と
の
ね
ら
い
を
持
っ
て
い
る
。
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二
〇
〇
一
年
度
か
ら
、
本
校
で
は
、
一
年
の
「
中
学
生
で
の
夢
」

（
夢
を
綴
る
中
学
校
最
初
の
自
分
史
学
習
）
　
か
ら
、
二
年
生
の
　
「
三

中
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
、
そ
し
て
三
年
生
の
「
中
・
高
ト
ラ
イ
ア
ル

ス
タ
デ
ィ
」
「
保
育
実
習
」
　
へ
と
つ
な
が
る
「
く
ら
し
、
労
働
、

職
業
、
進
路
か
ら
自
分
の
夢
づ
く
り
へ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
進
路

学
習
を
展
開
し
て
き
た
。

そ
の
最
初
の
学
年
が
二
〇
〇
四
年
度
卒
業
し
て
い
っ
た
　
（
卒
業

生
一
入
「
名
中
、
就
職
三
名
、
公
立
・
専
門
学
科
五
一
名
普
通
科
八
四

名
、
私
立
高
枚
四
四
名
）
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
本
校
の
取

り
組
み
が
ど
こ
ま
で
有
効
で
あ
っ
た
か
、
今
後
を
見
守
っ
て
い
き

な
が
ら
取
り
組
み
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。




